
 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和３年１０月１６日～令和３年１２月４日 

参加者数等 定員 ３０名 応募者数 ２９名 

 参加者数 ４年 １４名 修了者数 ４年 １４名 

  ５年 ９名  ５年 ９名 

  ６年 ６名  ６年 ６名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 １０月１６日（土） 

１０：４５～１２：００ 

 

 

野
球 

会場 富士見市立市民総合体育館 

講義名 「BREAK IT＆ウチヤブレ フルスイ

ング、頂へ」 

講師 埼玉西武ライオンズのアカデミー

コーチのみなさん（水口 大地コー

チ、金子 一輝コーチ） 

２日目 
開催日時 １１月１３日（土） 

１０：００～１２：００ 

 

車
い
す 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

 
会場 富士見市立市民総合体育館 

講義名 「ドキドキわくわく車いすハンド

ボール」 

講師 バンクーバーパラリンピックアイ

ススレッジホッケー銀メダリスト 

上原 大祐氏 

３日目 
開催日時 １２月４日（土） 

１０：００～１２：００ 

 

 

セ
パ
タ
ク
ロ
ー 

会場 富士見市立市民総合体育館 

講義名 「空中の格闘技セパタクロー！」 

講師 矢野 順也氏、矢野 千春氏、林 

雅典氏 

子どもスポーツ大学☆ふじみ 
学長 星野 光弘（富士見市長） 

副学長 山口 武士（富士見市教育委員会教育長） 

子どもスポーツ大学ふじみ実行

委員会 

実行委員長 岡野 雅一（淑徳大学教育学部教授） 

実行委員 

（関係団体） 

淑徳大学、富士見市青年会議所、富士見市スポー

ツ協会、富士見市スポーツ推進委員連絡協議会 

令和３年度 子どもスポーツ大学☆ふじみ 

遠くまで投げるためのフォームを

教わりました 

ミニゲームはとても 

盛り上がりました 

ボールの蹴り方もセパタクロー

ならでは 



４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・野球の試合を初めてして、難しいこともあったけど、ボールをとることができて、うれしか

った。 

・みんなでゲームをしたことが楽しかった。 

・友達ができ、みんなと遊べた。 

・足が使えなくてもハンドボールができたこと。点数を競いオリジナルでルールを考えると楽

しかった。 

・心に残ったことはルールを考え、みんなでチームワークを高めたこと。 

・ボールをみんなでつなぐこと、相手のボールを打ち返すことが楽しかった。 

・ボールをパスするのが楽しかった。選手の人が決めていた技がすごいと思った。 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・普段では体験できない事を、体験できてとてもためになった様子でした。また、他の事も色々

な体験をできる機会があれば嬉しいです。 

・思った以上に楽しんでくれ、行く前は不安がっていたのが嘘のようでした。 

・３日間ありがとうございました。息子も毎回楽しく参加させていただきました。「また参加し

たい」と話していました。本当にありがとうございました。 

・子どもにとって、とても貴重な体験をさせていただきありがとうございました。車いすハン

ドボールでは、親も見ることができ、子どもとも共通な話題で話すことができ、親子共々、

貴重な体験となりました。親も知らない競技もあるので、親も観覧できるようになると親子

共に視野が広がる良い体験になると思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設の利用人数制限に合わせ募集人数を減らし、保護者の観覧も会場の大きさによって可否を決定

した。 

・消毒液を設置し、適宜手指消毒を促した。 

・各講義の前に健康チェックシートを提出してもらった。 

・体調不良の児童や海外からの帰国者との接触があった児童は講義の出席を控えてもらうようにし

た。 


